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新
年

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

同
窓
会
会
員
、
教
職
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
で
は
、
平
成
二

十
二
年
六
月
十
二
日
の
第
一
回
役

員
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年

度
の
行
事
・
決
算
・
監
査
報
告
、

二
十
二
年
度
の
行
事
・
予
算
の
審

議
、
そ
し
て
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
同
窓
会
の
活
動
に
活
か
す
べ
く

役
員
の
改
選
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

役
員
改
選
及
び
決
算
・
予
算
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
に

記
述
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
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頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

そ
の
な
か
で
湧
心
館
太
鼓
の
育
成

に
資
す
る
た
め
の
補
助
と
し
て
百

万
円
を
特
別
会
計

(

創
立
三
十
周

年
記
念
事
業
会
計
繰
越
金)

か
ら

繰
り
入
れ
ま
し
た
の
で
有
効
に
活

用
し
、
地
域
に
支
持
さ
れ
る
太
鼓

に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
活
動
は
、
三
十
周
年
記

念
行
事
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
例

年
の
行
事
で
あ
る
四
月
の
三
課
程

の
入
学
式
、
五
月
の
体
育
祭
へ
の

出
席
、
同
窓
会
役
員
会
の
開
催

(

六
月
・
一
月)

、
十
月
の
文
化
祭

(

湧
心
祭)

へ
の
出
席
、
十
月
の

江
極
だ
よ
り
編
集
会
議
と
一
月
の

発
行
、
二
月
か
ら
の
三
課
程
同
窓

知
ら
れ
ま
す
。
家
庭
教
育
・
学
校

教
育
で
、
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
・

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
含
蓄
の
あ

る
言
葉
で
す
。

｢

教
え
る
以
上
に
育
て
よ｣

と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
育
て

る
こ
と
は
教
え
る
よ
り
も
難
し
い

も
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
育
つ

た
め
に
は
、
子
供
の
心
に
届
き
、

子
供
が
自
発
的
に

｢

や
る
気｣

に

な
り
、
教
わ
っ
た
こ
と
を
自
分
の

も
の
と
し
て
咀
嚼

(

そ
し
ゃ
く)

し
、
消
化
し
、
自
分
の
血
と
し
、

肉
と
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

山
本
五
十
六
元
帥
は
、

『

や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ

て
、
さ
せ
て
み
て
、
誉
め
て
や
ら

ね
ば
人
は
動
か
じ
。』

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
人
を
育
て
る

喜
び
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

『

今
日
を
楽
し
む
者
は
花
を
活
け

よ
。
一
年
先
を
楽
し
む
者
は
花
を

植
え
よ
。
三
十
年
先
を
楽
し
む
者

は
木
を
植
え
よ
。
百
年
を
慮

(

お

も
ん
ぱ
か)

る
者
は
人
を
育
て
よ
。』

…
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
原
典
は
、
中
国
の

春
秋
時
代
、
斉
の
宰
相
で
あ
っ
た

管
仲
の
言
葉

『

一
年
之
計
莫
如
樹

穀

十
年
之
計
莫
如
樹
木

終
身
之

計
莫
如
樹
人』

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
簡
略
化
さ
れ『

一
年
樹
穀

十

年
樹
木

百
年
樹
人』

と
し
て
も

…
と
述
べ
て
い
ま
す
。
元
帥
の
時

代
に
お
い
て
も
、
人
を

｢

動
か
す｣

こ
と
で
さ
え
、
こ
れ
だ
け
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。
元
帥
の
こ
の
言

葉
は
、
育
て
る
こ
と
の
難
し
さ
と

育
て
る
こ
と
の
本
質
を
述
べ
、
家

庭
教
育
に
お
い
て
も
学
校
教
育
に

お
い
て
も

｢

率
先
垂
範｣

の
大
切

さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
今
日
の
社
会
で
一
番

不
足
す
る
こ
と
は

｢

ダ
メ
な
も
の

は
ダ
メ｣

と
叱
る
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。『

怒
る
べ
か
ら
ず
叱
る

べ
し』

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
子
供
が
心
を
閉
ざ
す

｢

怒
髪

天
を
突
く｣

よ
う
な
怒
り
方
で
は

な
く
、
子
供
の
理
性
に
届
く
叱
り

方
を
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も『

湧
心
魂
…
愛
・
誇
り
・

自
立』

を
合
い
言
葉
に
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
子
供
た
ち
に
寄
り
添

い
、
子
供
た
ち
の

｢

自
立｣

に
向

け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
入
会
式
の
開
催
、
三
月
の
三
課

程
卒
業
式
へ
の
出
席
な
ど
を
計
画

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
年
間
約
二
千

件
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
役
員
会
案

内
、
学
年
同
窓
会
案
内
な
ど
に
利

用
頂
い
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
会

の
活
動
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
本
年
が
、

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
飛

躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
会
員
相
互
の
力
を
結

集
し
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
同
窓
会
を
目
指
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�������������新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
二
十
二
年
六
月
か
ら

平
成
二
十
四
年
度
の
役
員
改
選
ま

で
で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会

長

平
川

誠
二

江
一
回

副
会
長

高
松

幸
代

江
三
回

副
会
長

清
田

高
広

江
十
回

副
会
長

中
村

雅
孝

湧
四
回

書

記

小
林
夕
希
子
湧
十
四
回

会

計

宮
本

和
扶
湧
十
五
回

監

査

吉
田

正
明

江
九
回

��������������同
窓
会
会
長

平

川

誠

二

�������������湧
心
館
高
校
長

小

崎

良

伸

昭
和
五
十
八
年
三
月
同
窓
会
発

足
以
来
二
十
七
年
、
学
年
代
表
委

員
の
年
齢
も
高
齢
化
が
進
み
、
宛

先
不
明
・
ご
逝
去
・
病
気
治
療
中
・

介
護
・
仕
事
や
老
人
会
・
自
治
会

役
員
等
多
種
多
様
の
事
象
の
為
、

同
窓
会
活
動
に
出
席
で
き
な
い
状

況
で
、
誰
か
と
交
代
し
た
い
、
辞

退
し
た
い
が
後
任
が
い
な
い
旨
の

連
絡
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

役
員
会
で
は
同
窓
会
へ
の
貢
献
度
・

出
席
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
実
活

動
者
を
委
員
と
し
定
数
を
も
う
け

る
旨
、
役
員
会
に
提
案
し
、
賛
同

を
得
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
会
則

の
改
正
も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
委
員
の
更

な
る
活
性
化
と
定
着
化
を
は
か
り
、

同
窓
会
の
新
し
い
体
制
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
学
年
代
表
委

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
し
た
。
久
々
に
皆
に
会
え
て
、

各
自
の
近
況
を
話
せ
る
の
は
貴
重

な
時
間
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
ま
た
会
う
機
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先

十
年
後
、
二
十
年
後
の
創
立
記
念

行
事
で
は
、
き
っ
と
現
在
の
皆
様

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
ま
で
に
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
懐
か
し
く
感

じ
て
、『

久
々
に
母
校
と
関
わ
っ

て
み
よ
う』

と
思
っ
て
頂
け
た
ら
、

同
窓
会
に
携
わ
る
ひ
と
り
と
し
て

嬉
し
い
限
り
で
す
。

皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
度
会
計
を
担
当
し
ま

す
。私

こ
と
同
窓
会
運
営
の
一
員
と

し
て
参
加
し
て
四
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
、
同
窓
会
総
会
、
役
員

会
、
役
員
会
懇
談
会
、
ク
ラ
ス
委

員
懇
談
会
、
母
校
三
十
周
年
記
念

事
業
等
、
様
々
な
行
事
に
関
わ
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
会
の
諸

先
輩
や
先
生
に
は
、
行
事
の
度
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
事

は
、
こ
れ
か
ら
同
窓
会
会
計
と
し

て
取
り
組
む
事
へ
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
そ
の
励
み
を
糧
に
こ
れ
か

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
の
身
ゆ
え
に

ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
何
卒
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

�������������� ���������������������� ����������������
����������こ

の
度
、
書
記
を
担
当
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

早
い
こ
と
に
、
私
も
湧
心
館
高

校
を
卒
業
し
て
丸
五
年
で
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
同
窓
会
に
関
わ
り

始
め
て
、
同
じ
年
数
を
過
ご
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
二

十
一
年
十
月
末
に
は
創
立
三
十
周

年
記
念
行
事
も
開
か
れ
、
私
も
祝

賀
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
年
経
つ
ご
と
に
卒
業
生
の
人
数

も
増
え
、
そ
し
て
こ
の
春
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
生
活
を
過
ご
し

た
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
卒
業
さ
れ

る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進
ん
で

い
か
れ
ま
す
が
、
何
か
を
き
っ
か

け
に
高
校
の
頃
を
振
り
返
る
機
会

が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
や
同
窓
生

の
方
々
に
も
あ
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
、
こ
の
秋
、

久
し
ぶ
り
に
友
人
た
ち
と
集
ま
り

�������

�������������������������������� �������� ���������������������������
平成22年度同窓会予算書

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,800,000 1,800,000 0
全日制 120名×5,000名
定時制 40名×5,000円
通信制 200名×5,000円

繰 越 金 645,693 442,319 203,374
雑 収 入 307 681 △374 預金利息
計 2,446,000 2,243,000 203,000

(支出の部)
科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考
事務通信費 600,000 600,000 0 郵送料､消耗品､ HP更新費等
会 議 費 300,000 300,000 0 役員会費､ 交通費等
学校行事費 200,000 200,000 0 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 200,000 0 同窓会新聞 ｢江極だより｣ 発行
名簿管理費 200,000 200,000 0 同窓会員名簿データ入力
給 与 50,000 350,000 △300,000 事務職員給与
積 立 金 800,000 300,000 500,000 積立金
予 備 費 96,000 93,000 3,000
計 2,446,000 2,243,000 203,000

２. 特別会計
(１) 前年度からの繰越金 4,285,659円
(内訳：特別会計2,964,706円､ 創立30周年記念事業費会計より1,320,953円)

(２) 湧心館太鼓部への補助 1,000,000円
(３) 残高 ((１) － (２)) 3,285,659円

�����������������������������������������������������������������������������������������������������

小
林
夕
希
子 �����宮

本

和
扶

監

査

宇
野

春
美

江
二
回

監

査

山
口
美
重
子

湧
一
回

顧
問
は
、
会
則
に
よ
り
、
学
校
当

局
に
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要
2,267,714 1,622,021 645,693 残高は平成22年度へ繰り越し

２. 特別会計

３. 監査報告

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 600,000 568,285 31,715 郵送料､ 封筒等印刷代
会 議 費 300,000 61,000 361,000 340,236 20,764 役員会活動費
学校行事費 200,000 183,405 16,595 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 176,690 23,310 同窓会新聞印刷代
名簿管理費 200,000 160,735 39,265 人吉協力校同窓会支部球江会助成金等
給 与 350,000 188,050 161,950 事務補助職員手当､ 創立30周年記念事業事務局員手当
積 立 金 300,000 0 300,000
予 備 費 93,000 △61,000 32,000 4,620 27,380 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 2,243,000 1,622,021 620,979

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,800,000 1,825,000 25,000 365名×5,000円
繰 越 金 442,319 442,319 0
雑 収 入 681 395 △286 預金利息

計 2,243,000 2,267,714 24,714

平成21年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成22年５月22日

監査委員

(収入の部) 単位：円
収入項目 収入金額 備 考

繰 越 金 5,465,109
全日制職員祝賀会費 244,000
定時制職員祝賀会費 222,000
通信制職員祝賀会費 134,000
御樽､卒業生・旧職員祝賀会当日会費 1,058,000
記 念 誌 代 56,000 2,000円×28名
同 窓 会 名 簿 代 226,000 2,000円×113名
広 告 費 35,000 20,000円×1名､10,000円×1名､5,000円×1名
寄 付 金 一 式 768,530
育友会祝賀会補助金 100,000 5,000円×20名
30周年記念事業会計祝賀会補助金 24,000 8,000円×３名
雑 収 入 10,963 預金利息

計 8,343,602
(支出の部) 単位：円
摘 要 支出額 備 考

創立30周年記念事業会計補助 1,700,000
景 品 代 111,563 創立30周年記念祝賀会祝賀会福引用
記 念 品 代 276,045 創立30周年記念祝賀会用
会 場 料 等 1,713,468 創立30周年記念祝賀会参加者222名
写 真 代 等 25,000 創立30周年記念祝賀会
印 刷 代 1,452,410 創立30周年記念誌等
発 送 料 100,410 同窓会名簿､ 創立30周年記念誌
合 計 5,378,896

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要
8,343,602 5,378,896 2,964,706 残高は平成22年度へ繰り越し

平成21年度同窓会特別会計決算書

平
成
二
十
三
年
度
行
事
予
定

４
月
８
日

(

金)

入
学
式

(

全
日
制)

４
月
11
日

(

月)

入
学
式

(

定
時
制)

４
月
17
日

(

日)

入
学
式

(

通
信
制)

５
月
１
日

(

日)

体
育
大
会

(

全
日
制)

６
月
12
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

９
月
30
日

(

金)

前
期
卒
業
式(

通
信
制)

10
月
２
日

(

日)

弁
論
大
会

(

通
信
制)

10
月
15
日

(

土)

湧
心
祭

(

全
日
制)

10
月
16
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

11
月
11
日

(

金)

湧
定
祭

(

定
時
制)

３
月
１
日

(

木)

卒
業
式

(

全
日
制)

３
月
３
日

(
土)

卒
業
式

(

定
時
制)

３
月
４
日

(

日)
卒
業
式

(

通
信
制)
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創
立
31
周
年
の
本
年
度
は
新
入

生
159
名

(

普
通
科
119
名
、
情
報
処

理
科
40
名)

を
加
え
、
生
徒
総
数

414
名
に
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
４
月
８
日

(

木)

、

本
校
第
一
体
育
館
に
て
第
15
回
入

学
式
が
行
わ
れ
、
小
崎
良
伸
校
長

先
生
が
教
育
の
目
標
は

｢
自
立｣

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は｢
読
書｣

｢

挨
拶｣

｢

掃
除｣

の
日
本
一
を
目

指
し
日
々
の
教
育
活
動
に
邁
進
し
、

入
学
を
機
に
高
校
生
の
自
分
へ
と

変
身
さ
せ
て
、
３
カ
年
皆
勤
を
取

得
し
ま
し
ょ
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。４

月
12
日

(

月)

か
ら
２
泊
３

日
の
日
程
で
合
志
市
Ｊ
Ａ
教
育
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
１
年
生
の
宿

泊
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
を
通
し
て
寝
食
を
共
に
し
て

学
ん
だ
こ
と
が
湧
心
館
魂
と
し
て

３
年
間
の
学
校
生
活
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

５
月
15
日

(

土)

に
体
育
大
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
、
３

年
生
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー

ム
や
１
年
生
に
よ
る

武
道
発
表
な
ど
300
人

近
く
の
観
客
が
あ
り

ま
し
た
。

５
月
末
に
は
高
校

総
体
・
高
校
総
文
祭
が
開
催
さ
れ
、

本
年
度
の
総
体
開
会
式
は
パ
ー
ク

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
本
校
生
も
元

気
よ
く
行
進
し
ま
し
た
。
硬
式
テ

ニ
ス
部
や
卓
球
部
な
ど
の
各
部
が

活
躍
し
ま
し
た
。
総
文
祭
で
は
生

徒
の
書
が
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に

演
劇
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
夏
の

高
校
野
球
県
大
会
予
選
は
八
代
県

営
球
場
に
て
天
草
高
校
と
対
戦
し

て
惜
敗
し
ま
し
た
。
８
月
に
宮
崎

で
行
わ
れ
ま
し
た
全
国
総
文
祭
に

お
い
て
、
本
校
演
劇
部
の
生
徒
が

演
劇
生
徒
講
評
委
員
会
の
一
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
６
日(

火)

か
ら
３
日
間
、

２
年
生
の
進
路
研
修

(

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ)

を
実
施
し
ま
し
た
。

暑
い
中
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
目
標
に

あ
わ
せ
て
貴
重
な
学
習
体
験
を
し

ま
し
た
。

10
月
29
日

(

金)

、
30
日

(

土)

に
は
文
化
祭
を
行
い
ま
し
た
。
太

鼓
部
や
各
ク
ラ
ス
の
発
表
・
食
バ

ザ
ー
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

例
年
通
り
育
友
会
の
食
バ
ザ
ー
も

あ
り
お
い
し
い
食
事
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
芸
術
鑑
賞

で
は
県
立
劇
場
で
東
京
芸
術
座
の

す
ば
ら
し
い
演
劇

｢

赤
ひ
げ｣

を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

進
路
状
況
と
し
て
は
、
進
学
面

で
は
熊
本
県
立
大
学
や
熊
本
学
園

大
学
等
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
就

職
面
は
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で

公
務
員
や
地
元
企
業
等
に
内
定
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
同
窓
生
の
皆

様
か
ら
雇
用
情
報
を
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
よ
り
写
真
の
よ
う
に
標
準

服
を
制
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
式
典
や
修
学
旅
行
・
入

学
入
社
試
験
等
で
着
用
し
ま
す
。

ス
ー
ツ

で
も
か

ま
い
ま

せ
ん
が
、

ネ
ク
タ

イ
と
リ

ボ
ン
に

つ
い
て

は
本
校

指
定
の
も
の
を
着
用
す
る
よ
う
に

指
導
し
ま
す
。
な
お
、
平
素
は
自

由
服
で
登
校
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
単

位
を
開

設
し
ま

し
た
。

本
校
の

特
徴
で

あ
る
単

位
制
を

活
用
し

て
、
年

間
で
１

単
位
に

相
当
す

る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

を
行
っ
た
生
徒
に
対
し
て
認
定
し

ま
す
。
地
元
地
域
や
育
友
会
の
ご

協
力
に
よ
り
、
江
津
湖
や
地
域
の

美
化
活
動
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

定
時
制
は
、
今
年
度
77
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
生
徒
総
数
253
名

(

男
142
名
、
女
111
名)

で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

昨
年
度
創
立
30
周
年
を
迎
え
、

校
訓

｢

自
主
・
責
任
・
創
造｣

の

も
と
、｢

愛
・
誇
り｣

の
持
て
る
生

徒
を
育
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

｢

自
立｣

を
目
指
し
、｢

あ
た
り
ま

え
の
事
が
あ
た
り
ま
え
に
出
来
る
生

徒
育
成｣

に
、
①
挨
拶
、
②
掃
除
、

③
読
書
に
力
点
を
置
き
、｢

生
き
る

力｣

を
育
む
べ
く
日
々
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
こ
れ

ま
で
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

○
平
成
22
年
度
第
60
回
熊
本
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体

育
大
会

(

６
月)

軟
式
野
球
優
勝
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
男
子
団
体
二
位
、
個
人
ダ
ブ
ル

ス
優
勝

(

原
口
周
平
・
大
河
原
凌

組)

、
卓
球
男
子
団
体
二
位
、
個

人
二
位

(

坂
口
翼)

・
四
位

(

羽

田
一
樹)

、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
二
位
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

(

山
口
絢
女)

、

剣
道
男
子
個
人
三
位

(

田
中
信
之

輔)
、
サ
ッ
カ
ー
三
位
と
奮
闘
し
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
練
習
し
、
素
晴
ら

し
い
成
績
を
修
め
ま

し
た
。

尚
、
８
月
に
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
は
、

軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
子
個
人
ダ

ブ
ル
ス
、
卓
球
男
子

個
人
戦
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
、
剣
道
男
子
個
人

戦
の
５
種
目

(

15
名)

が
出
場
し
ま
し
た
。
皆
そ
れ
ぞ
れ

が
奮
闘
し
、
素
晴
ら
し
い
在
学
時

代
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
第
60
回
熊
本
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
文
化
大

会

(

10
月)

県
下
10
校
の
定
通
制
の
生
徒
600

有
余
名
が
一
同
に
会
し
、｢

生
活

体
験
発
表
や
絵
画
・
書
の
展
示
、

物
品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
発
表｣

等
、

日
頃
の
文
化
活
動
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
お
け
る
本
校
和
太
鼓
部
の
太
鼓

演
奏
は
勇
壮
で
観
客
を
魅
了
す
る

活
躍
で
し
た
。

尚
、
昨
年
発
足
し
た
太
鼓
部
は
、

地
域
興
し
に
参
加
で
き
れ
ば
と
い

う
思
い
か
ら
、
地
域
や
福
祉
施
設

の
祭
り
、
水
前
寺
ま
つ
り
等
に
も

参
加
し
、
観
客
の
皆
様
よ
り
大
き

な
声
援
を
頂
き
ま
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育
の
日

｢

地
域
の
方

と
の
調
理
交
流
会｣

(

11
月
５
日)

平
成
９
年
よ
り
学
校
行
事
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
交
流
会
で
あ

る
。
出
水
南
地
区
の
住
民
の
方
々

８
名
に
ご
来
校
頂
き
、昔
か
ら
伝

承
さ
れ
て
き
た
米
料
理
で
あ
る

｢

寿
司｣

作
り
の
技
を
大
人
世
代

の
保
護
者

や
地
域
住

民
か
ら
学

ぶ
こ
と
を

通
し
て
、

米
食
の
良

さ
を
学
ば

せ
て
頂
き

ま
し
た
。

調
理
実
習

後
、
会
食

と
交
流
を
行
い
参
加
し
た
生
徒
に

と
っ
て
意
義
あ
る
一
日
の
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
11
月
13
日(

土)

付
け

朝
日
新
聞
16
面

｢

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
声
：

高
校
生
と
寿
司
作
り

有
意
義
な

懇
談｣

(

記
事
ご
紹
介)

。

○
第
３
回
湧
定
祭

(

11
月
12
日)

本
年
度
で
３
回
目
を
迎
え
た
湧

定
祭

(

文
化
発
表
会)

は
生
徒
、

職
員
で
制

作
し
た
竹

あ
か
り
を

灯
し
、
ク

ラ
ス
、
各

団
体
等
で

ス
テ
ー
ジ

発
表
、
展

示
、
バ
ザ
ー

を
行
い
、

振
興
会
役

員
の
皆
様
に
よ
る
食
品
バ
ザ
ー
も

出
店
し
て
頂
き
、
外
部
参
観
者

(

地
域
住
民
、
保
護
者
、
企
業
主
、

卒
業
生
等)

60
名
余
り
の
参
観
も

あ
り
、
生
徒
、
職
員
一
同
思
い
出

に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

(

11
月
末
現
在)

今
年
度
卒
業
予
定
者
40
名

(

内

３
修
生
６
名)
で
、
現
在
、
進
学
決

定
者
９
名

(

熊
本
学
園
大
学
、
九

州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
、
福
岡
大

学
、
九
州
工
科
自
動
車
専
門
学
校
、

中
村
調
理
製
菓
専
門
学
校
、
熊
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院

(

２
名)

)

、
熊
本

電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、
熊
本

情
報
経
理
専
門
学
校)

、
就
職
決

定
者
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
卒
業
ま
で
に
、
是
非
正
規

雇
用
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

○
各
種
検
定
取
得
状
況

(

11
月
末
現
在)

全
商
簿
記
実
務
検
定

｢

一
級
会

計
１
名
、
二
級
３
名｣

、
全
商
ワ
ー

プ
ロ
実
務
検
定

｢

一
級
４
名
、
二

級
４
名
、
三
級
10
名
、
四
級
５
名｣

、

全
商
情
報
処
理
検
定

｢

二
級
１
名
、

三
級
４
名｣

、
全
経
簿
記
能
力
検

定｢

三
級
４
名｣

が
合
格
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
以
上
を
以
て
定

時
制
課
程
の
近
況
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
の
皆
様
方
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
通
信
制
は

一
八
九
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
総

生
徒
数
九
〇
二
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
小
崎
良
伸
校
長

先
生
が
式
辞
の
中
で
、
挨
拶
・
友

人
・
勉
強
・
仕
事
・
身
だ
し
な
み
・

変
身
・
命
な
ど
に
関
し
て
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
、｢

『

社
会
的
自

立』

の
た
め
に
、
当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
は
家
庭
・
地
域
・
学
校

が
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、｢

愛｣

・

｢

誇
り｣

・｢

自
立｣

の
教
育
目
標
を

実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う｣

と
、

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
新
入
生
代
表
の
角
田
秀
樹
さ

ん
が
、
本
校
で
学
ぶ
決
意
を
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

六
月
六
日
、
第
六
〇
回
熊
本
県

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体

育
大
会
が
行
わ
れ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
男
子
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
が
団
体
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
個
人
戦
で
も

柔
道
男
子
、
剣
道
女

子
が
優
勝
、
そ
の
他

も
準
優
勝
な
ど
上
位

入
賞
を
多
く
果
た
し
、

通
信
制
の
部
活
動
の

強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果

を
受
け
て
、
八
月
初

旬
よ
り
東
京
を
主
会

場
と
し
た
全
国
定
通

総
体
に
臨
み
、
ど
の

競
技
も
善
戦
し
ま
し

た
。
特
に
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
男
子
は
準
優
勝
と
い
う
見

事
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
夏
休
み
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
の
合
同
練
習
の
成
果
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
六
月
二
〇
日
に
は
運
動

会
を
第
一
体
育
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
豊
富
で
、

通
信
制
な
ら
で
は
の
も
の
も
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い

運
動
会
が
出
来
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
校
内
弁
論
大
会
を

行
い
、
四
人
の
弁
士
が
参
加
し
、

自
分
の
生
活
体
験
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
ど
の
発
表
も
感
動
的
で
、

胸
の
熱
く
な
る
も
の
で
、
参
加
し

た
み
ん
な
に
多
く
の
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
県
大
会
に
は

｢

通

信
制
か
ら
始
ま
る
新
し
い
毎
日｣

で
発
表
し
た
、
二
年
生
の
増
田
祐

里
子
さ
ん
が
代
表
と
し
て
、
県
の

定
通
文
化
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

九
月
三
〇
日
に
は
、
今
年
度
初

め
て
の

｢

前
期
卒
業
式｣

を
行
い

ま
し
た
。
四
年
生
二
名
に
、
学
校

長
よ
り
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
保
護
者
・

����会員の皆様に｢江
極
だ
よ
り｣

二
十
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

今
号
は
、
三
十
一
年
目
を
迎
え
た

母
校
の
近
況
を
、
定
時
・
通
信
・

全
日
三
課
程
の
活
動
な
ど
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
、

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

江
極
編
集
委
員
会

学
校
へ
の
感
謝
の
意
を
述
べ
、
将

来
の
展
望
を
語
り
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
学
校
長
か
ら
は
記
念
に

｢

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門｣

の
本
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
に
は
、
熊
本
県
高
等
学
校

定
通
文
化
大
会
が
、
県
立
劇
場
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
に
弁
論
大
会
、
午
後
に
ス
テ
ー

ジ
発
表

が
行
わ

れ
、
弁

論
大
会

で
は
増

田
さ
ん

が
見
事

優
勝
し
、

県
代
表

と
な
り

全
国
大

会
出
場
の
栄
誉
を
手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
人
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
会
役
員
で

〝

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー

ラ
ン
踊
り〞

を
ス
テ
ー
ジ
一
杯
に

披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
大
好
評

で
し
た
。

十
一
月
に
は
、
熊
本
県
が
ん
ば

る
高
校
生
表
彰
受
賞
に
、
３
年
Ｄ

組
の
吉

本
愛
祐

香
さ
ん

が
選
ば

れ
、
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
熊

本
で
、

蒲
島
郁

夫
県
知

事
よ
り

直
接
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
他
、
通
信
制
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
人
権
学
習
の

一
環
と
し
て
、
外
部
講
師
を
招
い

て
の
講
演
会
を
実
施
し
た
り
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
、
学
校
開

放
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
会
主
催
に
よ
る
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

大
会
な
ど
、
色
々
な
行
事
を
計
画

し
、｢

通
信
制
で
の
学
び｣

を
進

め
て
い
ま
す
。
進
路
指
導
関
係
も
、

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
へ
の

進
学
者
や
、
学
校
を
通
し
て
の
企

業
へ
の
就
職
者
も
近
年
増
加
し
て

お
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り

が
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
校
は
昨
年
創
立
三

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
数
多
く

の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
社
会
に

於
い
て

｢

有
為
な
人
材｣

と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
後
輩

の
生
徒
諸
君
も
後
に
続
く
べ
く
、

勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
更
な

る
発
展
を
期
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
皆
様
方
の
御
指
導
と
御

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

学
年
同
窓
会

開
催
報
告
！

江
津
通
一
回
生
世
話
役

�������������������� �����������������会
員
の
身
上
に
、
変
更

(

住
所
や

氏
名
等)

が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局
へ
、
ご

連
絡
下
さ
い
。

電

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

F
a
x
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

江
津
通
信
制
一
回
生
の
同
窓
会

が
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
日

十
二
時
半
か
ら
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
に
て
、
恩
師
四
名

(

後
藤

敦
夫
初
代
事
務
長
先
生
、
西
川
忠

之
先
生
、
富
永
和
人
先
生
、
末
川

晃
一
先
生)

と
一
回
生
十
八
名
、

計
二
十
二
名
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
で
は
、
後
藤
敦
夫

先
生
の
ご
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
先

生
方
か
ら
は
、
開
校
時
の
想
い
出

を
交
え
、
生
徒
と
と
も
に
歩
ま
れ

た
、
草
創
期
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

近
況
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年

十
月
の
創
立
三
十
周
年
祝
賀
会
の

余
韻
が
残
る
中
で
の
開
催
で
し
た

が
、
歓
談
・
抽
選
会

(

同
窓
会
か

ら
は
図
書
券
贈
呈)

な
ど
も
あ
り
、

み
な
さ
ん
方
は
、
終
始
、
江
津
高

一
回
生
の
誇
り
を
胸
に
、
時
が
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
て
、
お
話
し
に
夢

中
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で

同
窓
会
に
出
席
が
で
き
る
よ
う
に
、

次
の
開
催
を
楽
し
み
に
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

� � � � �
教頭 金輪 公二

� � � � �
教頭 津々浦雄二

� � � � �
教頭 今村 稔

がんばる高校生の表彰

恩師を囲んで…

定通文化大会弁論大会


